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Sapphire EVOキング印刷では工場内を自由見学

精英堂印刷では 3W 印刷の実演を見学

　

イ
タ
リ
ア
の
フ
レ
キ
シ
ブ

ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
業
務
用

機
器
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
Ｕ
ｔ

ｅ
ｃ
ｏ
社
と
コ
ダ
ッ
ク
は
、

ラ
ベ
ル
・
軟
包
装
向
け
デ
ジ

タ
ル
プ
レ
ス
「
Ｓ
ａ
ｐ
ｐ
ｈ

ｉ
ｒ
ｅ 

Ｅ
Ｖ
Ｏ
」
を
発
売

し
た
。

　

コ
ダ
ッ
ク
の
「
Ｓ
ｔ
ｒ
ｅ

ａ
ｍ
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
」
を
搭
載
し
た
水

性
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
デ
ジ
タ

ル
プ
レ
ス
。
１
時
間
当
た
り

９
０
０
０
メ
ー
ト
ル
以
上
の

印
刷
ス
ピ
ー
ド
で
最
大
幅
６

５
０
ミ
リ
の
メ
デ
ィ
ア
に
最

大
６
２
２
ミ
リ
ま
で
印
刷
で

き
る
。
Ｃ
Ｍ
Ｙ
Ｋ
印
刷
の
ほ

か
、
イ
ン
ラ
イ
ン
プ
ラ
イ
ム

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
や
ニ
ス
加
工

処
理
の
オ
プ
シ
ョ
ン
も
用
意

さ
れ
て
い
る
。

　

環
境
に
優
し
い
水
性
イ
ン

ク
を
使
用
し
、
Ｂ
Ｏ
Ｐ
Ｐ
、

Ｐ
Ｅ
Ｔ
、
紙
な
ど
を
含
む

様
々
な
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
材
料

に
印
刷
で
き
、
使
用
す
る
コ

ダ
ッ
ク
の
イ
ン
ク
と
プ
レ

コ
ー
テ
ィ
ン
グ
剤
は
、
Ｅ
Ｕ

と
米
国
で
定
め
ら
れ
て
い
る

食
品
と
間
接
的
に
接
触
す
る

材
料
に
関
す
る
規
制
要
件
に

準
拠
し
て
い
る
ほ
か
、
ブ
ラ

ン
ド
ご
と
の
要
件
や
Ｅ
ｕ
Ｐ

Ｉ
Ａ
除
外
リ
ス
ト
も
遵
守
可

能
で
あ
る
。

　

Ｓ
ａ
ｐ
ｐ
ｈ
ｉ
ｒ
ｅ 

Ｅ

Ｖ
Ｏ
は
世
界
中
で
販
売
さ
れ

る
が
、
Ｕ
ｔ
ｅ
ｃ
ｏ
社
は
６

月
に
１
号
機
の
設
置
作
業

を
、
イ
タ
リ
ア
の
フ
レ
キ
シ

ブ
ル
パ
ッ
ケ
ー
ジ
ン
グ
の

メ
ー
カ
ー
（
工
業
・
フ
ァ
ッ

シ
ョ
ン
産
業
）で
開
始
す
る
。

　

な
お
、
日
本
国
内
で
は
、

機
器
の
販
売
・
ア
フ
タ
ー
メ

ン
テ
ナ
ン
ス
サ
ー
ビ
ス
を
Ｕ

ｔ
ｅ
ｃ
ｏ
社
の
総
代
理
店
で

あ
る
伊
藤
忠
マ
シ
ン
テ
ク

ノ
ス
㈱
が
行
い
、
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
ヘ
ッ
ド
の
保
守
・

イ
ン
ク
の
供
給
を
コ
ダ
ッ
ク

ジ
ャ
パ
ン
が
行
う
。

　

Ｕ
ｔ
ｅ
ｃ
ｏ
社
の
Ａ
ｌ
ｄ

ｏ 

Ｐ
ｅ
ｒ
ｅ
ｔ
ｔ
ｉ 

Ｃ
Ｅ

Ｏ
は
、「
多
品
種
・
少
量
印

刷
に
対
応
で
き
る
だ
け
で
な

く
、
経
済
的
に
も
大
量
印
刷

に
対
応
し
た
デ
ジ
タ
ル
ソ

リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
求
め
ら
れ

て
い
る
中
、
フ
レ
キ
ソ
と
デ

ジ
タ
ル
の
機
能
を
融
合
さ
せ

た
マ
シ
ン
を
提
供
す
る
こ
と

が
可
能
に
な
っ
た
」
と
コ
メ

ン
ト
。
ま
た
、
コ
ダ
ッ
ク
の

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
バ
イ
ス
プ
レ

ジ
デ
ン
ト
で
、
エ
ン
タ
ー
プ

ラ
イ
ズ
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
シ

ス
テ
ム
ズ
事
業
部
プ
レ
ジ
デ

ン
ト
で
も
あ
る
ラ
ン
デ
ィ
・

バ
ン
ダ
グ
リ
フ
氏
は
、「
コ

ダ
ッ
ク
が
50
年
に
わ
た
っ
て

培
っ
て
き
た
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ

ト
に
関
す
る
専
門
知
識
は
、

Ｐ
Ｒ
Ｏ
Ｓ
Ｐ
Ｅ
Ｒ
プ
レ
ス
シ

ス
テ
ム
と
い
う
形
で
実
を
結

び
、
商
業
印
刷
・
出
版
印
刷

市
場
に
お
い
て
高
い
品
質
、

機
能
、
お
よ
び
費
用
対
効
果

を
提
供
し
て
き
た
。
私
た
ち

は
こ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

進
め
る
こ
と
で
、
経
済
的
な

水
性
イ
ン
ク
を
使
っ
て
フ
レ

キ
シ
ブ
ル
フ
ィ
ル
ム
上
で
高

速
印
刷
を
実
現
し
た
」
と
コ

メ
ン
ト
し
て
い
る
。

　

凸
版
印
刷
㈱
（
金
子
眞
吾

社
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
環
境

発
電
（
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ー
ベ

ス
テ
ィ
ン
グ
）
技
術
で
駆
動

す
る
電
子
ペ
ー
パ
ー
を
開
発

し
、
無
線
通
信
規
格
「
Ｅ
ｎ

Ｏ
ｃ
ｅ
ａ
ｎ
（
エ
ン
オ
ー

シ
ャ
ン
）」
に
対
応
し
た
電

池
レ
ス
の
Ｉ
ｏ
Ｔ
機
器
に

「
表
示
」
を
実
現
す
る
こ
と

に
成
功
し
た
。

　
「
Ｅ
ｎ
Ｏ
ｃ
ｅ
ａ
ｎ
」
は
、

光
や
温
度
、
振
動
な
ど
の
微

弱
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
集
め
て

電
気
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
変
換
す

る
「
エ
ネ
ル
ギ
ー
ハ
ー
ベ
ス

テ
ィ
ン
グ
技
術
」
を
使
用
し

た
電
池
レ
ス
の
無
線
通
信
規

格
。
電
源
の
確
保
や
電
池
交

換
と
い
っ
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
不
要
な
特
長
を
活
か
し
、

セ
ン
サ
ー
や
ス
イ
ッ
チ
な
ど

で
の
普
及
が
急
速
に
進
ん
で

い
る
。ま
た
、電
子
ペ
ー
パ
ー

は
超
低
消
費
電
力
、
見
や
す

さ
、
薄
型
・
軽
量
と
い
っ
た

特
長
を
持
つ
。

　

凸
版
印
刷
は
、
こ
の
「
Ｅ

ｎ
Ｏ
ｃ
ｅ
ａ
ｎ
」
と
電
子

ペ
ー
パ
ー
の
特
長
に
着
目

し
、
約
20
年
間
培
っ
て
き
た

電
子
ペ
ー
パ
ー
の
製
造
・
開

発
技
術
に
よ
り
、
エ
ネ
ル

ギ
ー
ハ
ー
ベ
ス
テ
ィ
ン
グ
技

術
を
活
用
し
て
発
電
し
た
微

弱
な
電
力
で
の
表
示
が
可
能

な
電
子
ペ
ー
パ
ー
の
開
発
に

成
功
し
た
。

　

今
後
、
製
品
の
開
発
な
ら

び
に
協
業
先
の
選
定
を
進

め
、
２
０
１
９
年
春
に
量
産

を
開
始
す
る
予
定
。

　
（
一
社
）
日
本
Ｗ
Ｐ
Ａ
（
田

畠
久
義
会
長
）は
６
月
８
日
、

会
員
企
業
２
社
の
工
場
見
学

会
を
実
施
。
今
回
は
、
キ
ン

グ
印
刷
㈱（
福
島
県
福
島
市
、

伊
東
邦
彦
社
長
）
と
精
英
堂

印
刷
㈱
（
山
形
県
米
沢
市
、

井
上
吉
昭
社
長
）
の
工
場
を

見
学
し
た
。

　

キ
ン
グ
印
刷
は
、
東
日
本

大
震
災
以
降
、
経
営
再
建
を

目
的
に
既
設
の
軽
オ
フ
機
16

台
を
排
出
し
、
Ｌ
Ｅ
Ｄ
―
Ｕ

Ｖ
搭
載
の
５
台
の
枚
葉
オ
フ

セ
ッ
ト
印
刷
機
を
導
入
し
、

こ
れ
ら
印
刷
機
で
水
な
し
印

刷
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

同
社
で
稼
働
し
て
い
る
Ｌ

Ｅ
Ｄ
―
Ｕ
Ｖ
機
は
、
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
グ
社
製
の
「
ス
ピ
ー

ド
マ
ス
タ
ー
Ｃ
Ｘ
１
０
２
―

４　

Ｄ
ｒ
ｙ
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ　

Ｕ

Ｖ
―
Ｌ
Ｅ
Ｄ
」、
小
森
コ
ー

ポ
レ
ー
シ
ョ
ン
製
の
「
リ
ス

ロ
ン
Ｇ
26
―
４ 

Ｌ
Ｅ
Ｄ
―

Ｕ
Ｖ
」
と
「
リ
ス
ロ
ン
Ｓ
26

―
５
Ｌ
Ｅ
Ｄ
―
Ｕ
Ｖ
」、
Ｒ

Ｍ
Ｇ
Ｔ
製
の
「
３
４
０
Ｈ
Ａ

―
４　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
―
Ｕ
Ｖ
」「
３

４
０
Ｈ
Ａ
―
２　

Ｌ
Ｅ
Ｄ
―

Ｕ
Ｖ
」
で
、
こ
れ
ら
設
備
を

活
用
し
て
商
業
印
刷
を
主
軸

に
業
務
を
展
開
し
、
さ
ら
に

は
現
在
で
は
、
パ
ッ
ケ
ー
ジ

印
刷
分
野
へ
の
挑
戦
も
開
始

し
て
い
る
。

　

精
英
堂
印
刷
で
は
、
新
た

に
開
発
さ
れ
た
Ｖ
Ｏ
Ｃ
フ

リ
ー
の
水
な
し
Ｕ
Ｖ
印
刷
用

資
材
「
３
Ｗ 

ｉ
ｎ
ｋ
（
Ｗ

ａ
ｔ
ｅ
ｒ　

Ｗ
ａ
ｓ
ｈ
ａ
ｂ

ｌ
ｅ　

ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｓ

ｓ　

Ｕ
Ｖ　

ｉ
ｎ
ｋ
）」
の

３
Ｗ
印
刷
実
演
が
公
開
さ
れ

た
。

　
「
３
Ｗ 

ｉ
ｎ
ｋ
」
は
、
東

レ
㈱
が
開
発
し
た
水
溶
性
Ｕ

Ｖ
イ
ン
キ
原
料
に
採
用
し

た
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ
フ
リ
ー
の
水
な

し
Ｕ
Ｖ
印
刷
用
イ
ン
キ
と
洗

浄
剤
で
、
有
機
溶
剤
を
使
用

し
て
い
な
い
た
め
、
Ｖ
Ｏ
Ｃ

が
発
生
す
る
こ
と
が
な
い
。

　

Ｖ
Ｏ
Ｃ
フ
リ
ー
洗
浄
剤
を

開
発
し
た
東
レ
で
は
、
今
年

８
月
よ
り
販
売
を
予
定
し
て

い
る
。
ま
た
、
水
溶
性
Ｕ
Ｖ

イ
ン
キ
原
料
を
採
用
し
た
新

イ
ン
キ
は
、
㈱
Ｔ
＆
Ｋ　

Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ａ
が
「
Ｕ
Ｖ
１
７
１ 

Ｔ
Ｒ
」
と
し
て
販
売
し
て
い

く
。
当
面
は
、
プ
ロ
セ
ス
４

色
の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
と
な
る

が
、
今
後
は
、
中
間
色
の
開

発
も
進
め
て
い
く
。

　

印
刷
実
演
で
は
、
ハ
イ
デ

ル
ベ
ル
グ
社
製
の
「
ス
ピ
ー

ド
マ
ス
タ
ー
Ｘ
Ｌ
１
０
５
―

６
＋
Ｌ
Ｘ
」
で
「
３
Ｗ 

ｉ

ｎ
ｋ
」
を
使
用
し
た
２
つ
の

ジ
ョ
ブ
が
公
開
さ
れ
た
。

フ
ァ
ー
ス
ト
ジ
ョ
ブ
で
は
、

通
常
の
白
色
用
紙
に
４
色
印

刷
を
実
施
、
続
く
ジ
ョ
ブ
で

は
、
事
前
に
全
面
シ
ル
バ
ー

印
刷
を
し
た
用
紙
に
対
し
、

４
色
印
刷
を
敢
行
し
、
両

ジ
ョ
ブ
を
通
し
て
、
印
刷
品

質
と
乾
燥
性
を
確
認
し
た
。

　

さ
ら
に
イ
ン
キ
洗
浄
中
に

Ｖ
Ｏ
Ｃ
計
測
器
で
測
定
を
実

施
。通
常
の
自
動
洗
浄
で
は
、

１
０
０
０
ｐ
ｐ
ｍ
を
超
え
る

よ
う
な
Ｖ
Ｏ
Ｃ
が
発
生
す
る

が
、「
３
Ｗ 

ｉ
ｎ
ｋ
」
で
は
、

従
来
環
境
下
で
計
測
し
た
40

ｐ
ｐ
ｍ
と
ほ
ぼ
同
等
の
数
値

で
あ
る
こ
と
を
実
証
し
た
。

　

な
お
、
日
本
Ｗ
Ｐ
Ａ
で

は
、
今
回
の
実
演
で
使
用
し

た
「
３
Ｗ 

ｉ
ｎ
ｋ
」
を
、

今
年
７
月
に
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
で
開
催
さ
れ
る
「
Ｉ
Ｇ

Ａ
Ｓ
２
０
１
８
」
で
紹
介
し

て
い
く
。

　

㈱
ミ
マ
キ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
（
池
田
和
明
社
長
）
は
、

現
在
販
売
中
の
「
Ｕ
Ｃ
Ｊ
Ｖ

３
０
０
―
１
６
０
」お
よ
び
、

販
売
を
開
始
す
る
「
Ｕ
Ｃ
Ｊ

Ｖ
３
０
０
―
75
／
１
０
７
／

１
３
０
」
に
対
し
て
、「
Ｌ

Ｕ
Ｓ
―
２
０
０
」
イ
ン
ク
の

搭
載
を
７
月
か
ら
開
始
す
る
。

　

今
回
、
Ｕ
Ｃ
Ｊ
Ｖ
３
０
０

シ
リ
ー
ズ
に
搭
載
可
能
に
な

る
Ｌ
Ｕ
Ｓ
―
２
０
０
イ
ン
ク

は
、
２
０
１
３
年
に
同
社
と

３
Ｍ
社
が
協
力
し
て
開
発
し

た
Ｕ
Ｖ
硬
化
イ
ン
ク
。
３
Ｍ

社
が
推
奨
す
る
方
法
で
施
工

す
る
こ
と
で
、
最
長
６
年
間

の
長
期
屋
外
対
候
性
保
証
が

　

㈱
小
森
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ

ン
（
持
田
訓
社
長
）
は
、
Ｋ

Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
製
の
銀
行
券
印

刷
用
コ
ン
ビ
ネ
ー
シ
ョ
ン
マ

ル
チ
プ
ロ
セ
ス
番
号
コ
ー

タ
ー
印
刷
機
「
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｒ
Ｅ

Ｎ
Ｃ
Ｙ 

Ｎ
Ｖ
32
」
が
国
際

通
貨
協
会
（
Ｉ
Ａ
Ｃ
Ａ
）
の

最
優
秀
技
術
賞
２
０
１
８
を

受
賞
し
た
と
発
表
し
た
。

　

国
際
通
貨
協
会
の
最
優
秀

技
術
賞
は
、
２
０
１
４
年
に

創
設
さ
れ
、
銀
行
券
印
刷
業

界
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す

と
予
測
さ
れ
る
技
術
開
発
に

対
し
て
贈
ら
れ
る
賞
。
２
０

１
８
年
は
24
件
の
ノ
ミ
ネ
ー

ト
の
中
か
ら
５
件
が
フ
ァ
イ

ナ
リ
ス
ト
と
し
て
選
出
さ
れ

た
。フ
ァ
イ
ナ
リ
ス
ト
に
は
、

国
営
印
刷
所
や
民
間
印
刷
所

が
独
自
に
開
発
し
た
偽
造
防

止
技
術
な
ど
も
含
ま
れ
て
い

た
が
、
Ｋ
Ｏ
Ｍ
Ｏ
Ｒ
Ｉ
が
こ

の
５
件
中
で
最
も
優
秀
な
技

術
を
有
す
る
と
し
て
選
出
さ

れ
た
。

　

Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｙ 

Ｎ

Ｖ
32
は
、
稼
働
時
間
の
最
大

化
、
銀
行
券
デ
ザ
イ
ン
の
強

化
と
い
う
２
つ
の
優
位
性
を

持
つ
画
期
的
な
銀
行
券
印
刷

シ
ス
テ
ム
。
最
高
印
刷
速
度

性
能
は
毎
時
１
万
２
０
０
０

枚
、
印
刷
品
質
評
価
シ
ス
テ

ム
Ｐ
Ｑ
Ａ
―
Ｎ
を
有
し
、
銀

行
券
印
刷
の
最
終
プ
ロ
セ
ス

で
あ
る
番
号
印
刷
を
、
高
速

で
安
定
し
た
品
質
で
印
刷
す

る
。
さ
ら
に
、
特
殊
な
ニ
ス

を
両
面
に
塗
布
す
る
こ
と
が

可
能
で
、
銀
行
券
の
耐
久
性

向
上
に
貢
献
す
る
。

　

Ｍ
Ｅ
Ｄ
コ
ン
セ
プ
ト
を
持

つ
Ｃ
Ｕ
Ｒ
Ｒ
Ｅ
Ｎ
Ｃ
Ｙ 

Ｎ

Ｖ
32
は
、
２
種
類
の
異
な
る

特
殊
な
ニ
ス
を
両
面
に
塗
布

す
る
ユ
ニ
ッ
ト
の
追
加
や
両

面
に
番
号
印
刷
を
施
す
こ
と

な
ど
が
可
能
で
、
銀
行
券
デ

ザ
イ
ン
の
可
能
性
を
限
り
な

く
拡
げ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
各
印
刷
ユ
ニ
ッ
ト

は
単
独
駆
動
モ
ー
タ
ー
と
ク

ラ
ッ
チ
を
有
し
、
ジ
ョ
ブ
替

え
を
各
ユ
ニ
ッ
ト
同
時
並
行

に
進
め
る
こ
と
が
可
能
で
従

来
の
方
式
に
比
べ
50
％
以
上

の
準
備
時
間
を
短
縮
す
る
こ

と
に
成
功
し
て
い
る
。

　

さ
ら
に
、
番
号
印
刷
は
Ｕ

Ｖ
乾
燥
が
選
択
可
能
で
、
次

工
程
へ
ス
ム
ー
ズ
に
銀
行
券

を
引
き
渡
す
こ
と
が
で
き
、

銀
行
券
印
刷
工
程
の
効
率
化

に
も
威
力
を
発
揮
す
る
。

　

ア
ド
ビ
シ
ス
テ
ム
ズ
㈱

は
、
筑
波
大
学
に
お
い
て
Ａ

ｄ
ｏ
ｂ
ｅ 

Ｃ
ｒ
ｅ
ａ
ｔ
ｉ

ｖ
ｅ 

Ｃ
ｌ
ｏ
ｕ
ｄ
を
活
用

し
、
ビ
ジ
ュ
ア
ル
表
現
を
学

ぶ
「
デ
ジ
タ
ル
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
基
礎
」
の
授
業
を
７

月
か
ら
開
講
す
る
。

　

一
般
教
養
科
目
に
Ｐ
ｈ
ｏ

ｔ
ｏ
ｓ
ｈ
ｏ
ｐ
や
Ｉ
ｌ
ｌ
ｕ

ｓ
ｔ
ｒ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
な
ど
の
ク

リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ツ
ー
ル
を

使
っ
た
授
業
が
実
施
さ
れ
る

の
は
国
内
初
。
す
べ
て
の
学

群
（
学
類
）
の
学
生
を
対
象

に
し
た
選
択
科
目
と
し
て
、

全
10
回
の
授
業
を
予
定
し
て

お
り
、
ア
ド
ビ
の
ク
リ
エ
イ

テ
ィ
ブ
製
品
エ
バ
ン
ジ
ェ
リ

ス
ト
が
講
師
を
務
め
る
。

　

筑
波
大
学
は
、
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
、
デ
ザ
イ
ン
か

ら
写
真
や
動
画
の
投
稿
に
い

た
る
ま
で
、
デ
ジ
タ
ル
コ
ン

テ
ン
ツ
の
ビ
ジ
ュ
ア
ル
表
現

に
必
要
と
さ
れ
る
基
礎
技
術

を
理
解
し
、
実
際
に
活
用
で

き
る
人
材
の
育
成
を
目
指

す
。

受
け
ら
れ
る
「
３
Ｍ 

Ｍ
Ｃ

Ｓ
保
証
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
が
適

応
さ
れ
る
。

　

施
工
後
の
メ
ン
テ
ナ
ン
ス

が
容
易
で
な
い
屋
外
看
板

や
、
高
度
な
耐
候
保
証
が

求
め
ら
れ
る
用
途
に
対
し
て

も
、
安
心
し
て
使
用
で
き
、

ま
た
Ｕ
Ｖ
硬
化
後
で
も
２

０
０
％
伸
び
る
柔
軟
性
が
あ

り
、
車
両
ラ
ッ
ピ
ン
グ
な
ど

曲
面
施
工
が
必
要
な
場
合
で

も
、
イ
ン
ク
皮
膜
が
割
れ
る

こ
と
な
く
美
し
い
仕
上
が
り

を
実
現
す
る
。

軟
包
装
用
水
性
Ｉ
Ｊ
プ
レ
ス
発　
　
売

Ｓ
ｔ
ｒｅ
ａ
ｍ
イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
技
術
採
用

U t e c o
コダック

銀
行
券
印
刷
機
が
栄
誉

Ｉ
Ａ
Ｃ
Ａ
の
最
優
秀
技
術
賞
受
賞

KOMORI

３
Ｗ
印
刷
の
実
演
を
見
学

新
開
発
資
材
で
Ｖ
Ｏ
Ｃ
フ
リ
ー
を
実
現

日本WPA

　
（
一
社
）
日
本
Ｗ
Ｐ
Ａ

（
田
畠
久
義
会
長
）
は
６

月
８
日
、
福
島
県
の
キ
ン

グ
印
刷
㈱
（
伊
東
邦
彦
社

長
）
に
お
い
て
、
第
８
期

定
期
総
会
を
開
催
し
、
新

旧
年
度
事
業
な
ら
び
に
収

支
予
算
な
ど
に
つ
い
て
審

議
し
、
す
べ
て
の
議
案
を

承
認
可
決
し
た
。
ま
た
、

任
期
満
了
に
と
も
な
う
役

員
改
選
で
は
、
田
畠
会
長

な
し
」
の
環
境
優
位
性
を

業
界
内
外
に
広
く
ア
ピ
ー

ル
し
て
い
く
。「
Ｉ
ｎ
ｎ

ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」で
は
、

「
カ
ー
ボ
ン
・
オ
フ
セ
ッ

ト
」
な
ど
に
次
ぐ
、
新
た

な
革
新
的
サ
ー
ビ
ス
を
模

索
し
て
い
く
。「
Ｓ
ｕ
ｓ

ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ
ｌ
ｅ
」
で

は
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
（
持
続
的

な
開
発
目
標
）
の
目
的
に

そ
っ
た
行
動
な
ど
を
実
施

し
て
い
く
。「
Ｈ
ｕ
ｍ
ａ

ｎ
ｉ
ｔ
ｙ
」
で
は
、
全
国

規
模
の
セ
ミ
ナ
ー
な
ど
の

イ
ベ
ン
ト
を
通
じ
て
、
会

員
相
互
の
交
流
を
深
め
て

い
く
。

の
留
任
が
決
定
し
た
。

　

議
案
審
議
に
先
立
ち
挨

拶
し
た
田
畠
会
長
は
「
今

回
、
新
た
に
事
業
方
針
と

し
て
『
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
』
を
策

定
し
た
。
今
後
は
、
こ
の

事
業
方
針
に
基
づ
き
、
魅

力
的
な
事
業
を
展
開
し
て

い
く
」
と
述
べ
た
。

　
「
Ｗ
Ｉ
Ｓ
Ｈ
」
は
、「
Ｗ

ａ
ｔ
ｅ
ｒ
ｌ
ｅ
ｓ
ｓ
」「
Ｉ

ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
」

「
Ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ａ
ｂ

ｌ
ｅ
」「
Ｈ
ｕ
ｍ
ａ
ｎ
ｉ

ｔ
ｙ
」
の
４
つ
の
活
動
計

画
の
頭
文
字
を
な
ら
べ
た

も
の
で
、「
Ｗ
ａ
ｔ
ｅ
ｒ

ｌ
ｅ
ｓ
ｓ
」
で
は
、「
水

田畠 会長

田畠会長が留任
新事業方針 「WISH」 打ち出す
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